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第
八
回
総
会

・
懇
親
会

開
催
さ
れ
る

協
会
の
創
立
七
年
を
経
て
、
第
八
回
目

の
総
会
が
去
る
十

一
月
二
十
九
日

（
火
γ

に
、
新
装
な
っ
た
す
み
れ
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
今
村
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

っ
た

の
ち
、
灰
谷
運
営
委
員
の
司
会
で
議
事
が

進
め
ら
れ
、
前
年
度
の
事
業
お
よ
び
決
算

報
告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
が

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
協
会

の
創
設
以
来
七
年
間
に
わ
た
り
会
長
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
今
村
先
生
の
退
任
と
、

谷
本
副
会
長
の
会
長
就
任
が
運
営
委
員
会

か
ら
提
案
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
会
則
に

「
第

十

一
業
　
本
会
に
顧
間
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
０
顧
間
は
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
、

運
営
委
員
会
に
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
を
加
え
る
会
則
変
更
と
、
今
村
前

会
長
の
顧
潤
就
‐任
が
墨
案
さ
れ
、
ｒ
蠣
承

認
さ
れ
た
。
今
村
先
生
へ
の
記
念
品
贈
皇

と
谷
本
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
総
会
を

終
了
し
た
。

総
会
後
、
直
ち
に
副
会
長
遠
藤
道
子
先

生
が
北
海
道
文
化
賞
を
ご
受
賞
に
な

っ
た

こ
と
の
お
祝
い
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。
谷

本
新
会
長
か
ら
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
、
花

束
贈
呈
と
遠
藤
先
生
の
お
話
し
、
そ
し
て

本
田
真
紀
子
さ
ん
の
ビ
ア
ノ
演
奏

（
シ
ョ

バ
ン
の
ワ
ル
ツ
作
品
三
四
の

一
と
幻
想
即

興
曲
）
が
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
立
食
形
式
の
懇
親
会
に
う

つ
り
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

特
に
今
回
は
栗
原
成
郎
、
大
和
国
り
え
子

両
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
の
報
告
之
そ
れ

に
続
く
飛
び
ス
リ
の
ポ
ー
ラ
ン
■
み
や
げ

話
で
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ
た
，
参
加
者

は
合
計
四
十
五
名
で
あ
っ
た
。

主
催
事
業
と
し
て

◇
第
二

一
回
例
会
　
八
月
十
九
日
　
講
演

会

「
社
会
主
義
崩
壊
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
生

活
世
界
」
北
海
道
大
学
経
済
学
部
教
授

吉
野
悦
雄
氏
。
　
　
　
　
　
　
・

◇
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
旅
行
　
九
月
五
日
か

ら
十

一
日
間
　
ウ
ッ
チ
、
ク
ラ
コ
フ
、
ォ

シ
フ
ィ
ェ
ン
チ
ム
、
ザ
コ
パ
ネ
、
チ

ェ
ン

ス
ト
ホ
バ
、
ワ
ル
シ
ャ
ヮ
を
訪
間
、
参
加

者
十
二
名
。

後
援
事
業
と
し
て

◇
ク
ラ
ク
フ

「
日
本
美
術
セ
ン
タ
ー
」
建

設
基
金

コ
ン
サ
ー
ト
　
八
月
二
十
六
日

田
隈
靖
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
．

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
　
第
十
四
期
第

十
五
期
第
十
六
期
の
三
回
各
十
週
間
開
催

一
九
五
、
七
八
三
円

五
五
、
三
〇
七
円

九
六
、
四
五
四
円

九
四
、
七
八
七
円

八
五
二
、
八
二
六
円

一
、
二
九
五
、　
一
五
七
円

〈
収
入
の
部
）

会
　
費

そ
の
他

繰
越
金

合
　
計
　
　
一
、

〈
支
出
の
部
〉

事
業
費

連
絡
費

会
合
費

事
務
費

繰
越
金

合
　
計

一ハ
一
一〓
一、

二
０
五
、

四
六
六
、

二
九
五
、

〇
〇
〇
円

三

一
四
円

八
四
三
円

一
五
七
円

主
催
事
業
と
し
て
講
演
会
、
音
楽
会
、

展
示
会
な
ど
を
例
会
行
事
と
し
て
４
日
程

度
開
催
。
　

・

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
を
年
間
三
期
程

度
実
施
。

そ
の
他
に
会
誌
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
を
年
間
四
回

発
行
予
定
。
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一
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本

一
之

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

※

１
　
　
　
　
、

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の
活
動

げ
　
　
　
」が
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ト
の
文
化
、
学
術
、

長
　
　
　
　
一経
済
の
、
そ
も
て
な
に
よ
り
も
人
と
人
と

意
　
　
　
　
０
社
考
え
を
一
け
継
ば
、
協
会

の
発
展
に
　
　
　
　
の
交
流
の
推
進
に
役
立

つ
こ
と
を
願
い
な
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継
　
　
　
　
計
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知
れ
な
いも
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あ
り
ま
す
。
強
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辮　　　　磁嘲翻州日υ膨瑯口澄崚櫛繭脚馘期

Ж
　
　
　
　
体
的
に
結
び
付
く
行
動
力
、
と
り
わ
け
自

糠　　　　曲歴へ̈
榊銅れ「鎌赫劉椰川”わ対は　一

※
　
　
　
　
之
つ
て褐
種
硬
‐な命
用
で
あ
る
こと
を
、

来
　
　
　
　
私
は
そ
のメ
「
つ
ツト
の映
画
か
ら
学
ん
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〈
収
入
の
部
〉

会
　
費

そ
の
他

繰
越
金

合
　
計
　
　
一

〈
支
出
の
部
〉

事
業
費

連
絡
費

会
合
費

事
務
費

予
備
費

繰
越
金

合
　
計
　
　
一

会
　
長
‥
谷
本

一
之

副
会
長
‥
遠
藤

道
子

顧
　
間
‥
今
村

成
和

．

運
営
委
員
〓
安
藤
哲
雄
　
安
藤

厚

市
ｊｌｌ
恒
樹
　
大
竹

貞
　
小
林
暁
子

国
田
祐
作
　
所
田

道
子
　
清
水
保
子

霜
田
千
代
麿
　
高
岡
美
保
　
中
島

洋

灰
谷
慶
三
　
長
谷
川
洋
行
　
本
間
富
離

吉
野
悦
雄
　
和
田

完
　
渡
辺

卓

監
査
委
員
‥
方
波
見
雅
夫
　
富
山
信
夫

事
務
局
長
‥
吉
田

宏
六
〇
〇
、

′
　

一
〇
、

八
五

二
、

、
四
六

二
、

三
五
〇
、

六
〇
、

一
二
〇
、

一
〇
〇
、

一
〇
、

八
二
二
、

、　
ｍ
ロ
エ
ハ
一
一
、

〇
〇
〇
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

八

二
六

円

八

二
六
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

八

一
一六

円

八

二
六

円
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し む

と
楽

ポーラン ドのク リ

／（

）

十
二
月
十
三
旧
　
女
性
セ
ン
タ
ー
料
理

教
室
で

「
ポ
■
ラ
ン
ド
の
ク
リ
ス
マ
ス
と

料
理
を
楽
し
む
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の

一
儡
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
」の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
―
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
．

だ
絵

。
人
形

・
飾
り
■
を
展
示
し
ま
し
た
。

折
か
ら
の
雪
が
見
え
る
ガ
ラ
ス
窓
を
背
景

に
し
た
こ
の
展
示
は
、
北
国
の
′
リ
ス
マ

ス
の
雰
囲
気
を
も

‥
り
上
げ
る
に
十
分
の

‐
効

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
●

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

お
料
理
講
習
は
お
な
じ
み
の
熊
倉
ハ
リ

ト
ナ
さ
‐ん‐を‐
講
師
に
、
野
菜
‐サ

ラ
ダ
、
豚

肉
ど
一
０
こ
の
ソ
■
ス
環
、
そ
‐れ
と
ハ
リ

ー
ナ
ざ
ん
が
自
宅
で
作
っ
て
ぎ
て
下
さ
っ

た
ぐ
‐る
み
え
リ
ク
´
ギ
ト
ヽ
紅
茶
、
黒
パ

ン
．
バ
ゲ
ツ
ト
と
い
う
献
■
を
い
約
一時

間
半
ほ
ど
か
け
て
、
作
り
上
げ
ま
し
た
。

●
出
席
者
は
申
込
み
三
十
二
名
い
出
席
者

二
十
七
名
、
う‐
ぢ
非
会
員
十
三
名
と
い
う

顔
ぶ
れ
で
し
た
。

■
ラ
ダ
ぼ
グ
リ
■
ン
ピ
ー
ス
の

―緑
一
人

参
、
ト
マ
ト
の
赤
な
ど
が
入
っ
て
美
し
く
、

い
か
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
に
よ
さ
わ
し

い
も
の
―
と
好
評
で
し
た
。

試
食
の
あ
と
、
ク
ッ
キ
ー
と
紅
茶
で
デ

ザ
ー
ト
に
し
、
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
か
ら
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
過
ご
し
方
な
ど

の
お
話
を
き
き
ま
し
た
。
会
員
で
は
な
い

方
達
に
ど
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ポ
の
お
話
は
珍

し
く
興
味
深
か
っ
た
■
う
で
す
。

・

そ
の
あ
ど
展
示
を
み
て
‥
‐
ま
あ
り
い
飾
り

が
記
念
と
し
て

，
ど
つ
ず

，
ア
レ
だ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。
十
時
に
始
ま
り
終
わ
っ
た

の
は
三
時
、
な
ご
や
か
青
楽
し
い
雰
囲
気

で
し
た
。
た
だ
男
性
の
参
加
堵
ゼ
ロ
が
と

て
も
残
念
で
し
た
。　

・

お
手
伝
い
下
さ
っ
た
会
員
そ
の
他
の
方

々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

L____

１
月
２
８
日
例
会
終
了
後

ヽ

会
場
、
会
費
未
定
で
す
が

、

お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

懇
親
会
を
開
き
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を



ゴ遷
Ｌ
「

自
由
に
歩

い
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の

シ

ョ
パ
ン
が
生
ま
れ
た
ジ

ェ

ウ

ッ
チ
の
人
々
の
あ
た
な

信
仰
あ

つ
め
る

「
心
の

昨
年
９
月
（
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
段
立

以
来
の
懸
案
だ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
が
実
現
し
ま

し
た
。
北
海
道
内
外
か
ら
１３
人
が
参
加
し
、
憧
れ
の

国
に
９
日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
ウ
ッ
チ
で
の
交
流
会

で
は
地
元
の
人
々
に
歓
待
を
受
け
た
ほ
か
、
様
々
な

土
地
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
の
生
活
い
文
化
、
歴
史

に
ふ
れ
ま
し
た
。
大
変
楽
し
く
有
意
義
な
旅
だ
っ
た

の
で
、

「
ま
た
行
き
た
い
」

「
今
度
は
シ
一
パ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
に
あ
わ
せ
て
行
こ
う
」
と
い
う
声
が
す
で

に
出
て
い
ま
す
。
報
告
会
で
は
、
旅
の
体
験
を
参
加

者
自
身
が
お
話
し
ま
す
。
ポ
■
ラ
ン
ド
や
シ
ョ
パ
ン

に
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
お
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。

●
各
地

で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

（
約
３０
分

）

●
た
く
さ

ん

の
写
真
や

ス
ラ
イ
ド

、
資
料

Ｖ
参
加
者

の
感
想

〓
エ
ピ
ソ
ー
ド
披
露

＞
シ

ョ
パ
ン
の
肖
像

（
ジ

ェ
ラ
ゾ
ヴ

ァ

」
ヴ

ォ
ー
ラ

く
聖
マ
リ
ァ
教
会

（
ク
ラ
ク
フ
）

く

旧
市
街
を
散
策

（
ワ
ル
シ
ャ
ヮ
）

ア｛一４午な一
ガカ人‥れ
ォ
フ一
．一．ンナ
一一
の悲
劇

山
の
緑
ど
木
の‐
春
り
、
デ
コ
パ
ネ
の
豊
か
な
自
然

塩
の
町
、
ザ
ィ
ェ
リ
■
ヵ

‐
の

―‐地
底
を
体
験

グ
ダ

ニ
ズ
ク

一
人
旅

■

（
番
外
編

）

一



 

POLE第 29号（1995.1.12）目次 

第 8回総会・懇親会（1994.1129）報告･･････････････････････････････････････････････････････････････ 1 
谷本一之（第二代会長）「ご挨拶」････････････････････････････････････････････････････････････････････ 2 
〈第 22回例会〉「ポーランドのクリスマスと料理を楽しむ会」（1994.12.3）報告････････････････････････････ 3 
〈第 23回例会〉「ポーランド訪問団報告会」（1995.1.28）のお知らせ････････････････････････････････････ 4 
 

  


	POLE029_01
	POLE029_02
	POLE029_03
	POLE029_04



